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研究成果の概要（和文）：クライエントにTAAIを実施した結果は、カウンセリングに対してとても真面目で従順
であったこと（A4）、強迫的従順方略（A4）が父親の喪失に際して喪の作業を妨げて、結果として喪失は未解決
のままになり、抑うつ状態に至ったという発症のプロセス、さらにはそれにもかかわらずA4からBへと変化のプ
ロセスの準備段階にあることを示していた。彼のカウンセリングは比較的短期間で終了したが、それはカウンセ
リングによって、A4方略によって強く抑制していた父親の喪失をめぐる感情を安全な形で表現できたことが抑う
つ状態の軽減につながっためであると思われる。さらにそれはBタイプへの方略の再構成にもつながったことが
示唆される。

研究成果の概要（英文）：The results of the TAAI administered to the client showed that he was very 
diligent and compliant to counseling (A4), that his compulsive obedience strategy (A4) interfered 
with his mourning process upon the loss of his father, resulting in the loss remaining unresolved 
and the onset process leading to depression, and that he was nevertheless He was nevertheless in the
 preparatory stage of the process of change from A4 to B. His counseling was relatively short-lived,
 probably because it allowed him to express in a safe way his feelings about the loss of his father,
 which had been strongly suppressed by the A4 strategy, leading to a reduction in his depression. It
 is also suggested that this led to a reorganization of his strategy toward Type B.

研究分野：アタッチメント

キーワード： DMM-AAI　心理療法における変化のプロセス　アタッチメント方略
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は第一に日本で始めてDMM-AAIの青年期版であるTAAIを用いた研究であるという点にある。研究に
よると従来のAAIは青年期の心理的課題に適切に対応していないことが示唆されている。そのため青年期のアタ
ッチメントをより正確に分類するためにTAAIのさらなる研究が期待される。第二に本研究からTAAIの分類結果が
心理療法におけるクライエントの変化のプロセスに極めて関連が強いことが示唆された。このことからDMM-AAI
やTAAIを心理療法のアセスメントとして使用することで、クライエントの迅速な治療的変化のためにどのような
介入が必要であるのかを考えることができる、ということが示唆される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
(1) 未熟な状態で生まれてくる人間の子どもは生き残るために養育者からの保護と慰めを必要
とする。この関係性をアタッチメント関係と呼ぶ。そしてアタッチメント関係を維持するた
めに、目の前の養育者の応答の仕方に最も適した関わり方を組織化する。これがアタッチメ
ント方略である。幼少期に形成されたアタッチメント方略は基本的には持続しつつも、可変
性を持つと Bowlby(1973)は仮定した。その後の実証研究では環境の変化に応じて、幼少期
のアタッチメント方略が持続する場合もあれば、変化する場合もあることが示された(例え
ば、Waters et al., 2000)。 

(2) 特に臨床的に興味深いのは幼少期の家庭環境が恵まれなくても大人になってから安定型と
評定される獲得安定型に関する研究である。これは臨床家に希望を与える結果であるが、縦
断研究では後ろ向き研究が多いなど方法論的な弱点も指摘されている(例えば、Roisman et 
al., 2002)。そのため、心理療法過程においてアタッチメント方略がどのように変化するのか
を検証する必要性が指摘されてきた(Hesse, 2016; 三上、2023)。 

 
 
２．研究の目的 
 
(1) 以上のような問題意識から，本研究は心理療法過程においてアタッチメント方略がどのよう
に変化するのかを検証することを目的とした。方略の変化を捉えるために、アタッチメント
研究者である Crittendenが開発した DMM-AAI（DMM方式のアダルト・アタッチメント・
インタビュー）を用いることとした。DMM-AAI は Main が開発した従来の AAI を臨床群
に適用するために修正したものである(Crittenden & Landini, 2011)。 

(2) ただし、AAIを 20代前半までの青年に適用すると、不安定型が多くなることが示されてい
る。そのため Crittendenは青年期用に「成人移行期アタッチメント・インタビュー(TAAI)」
を開発した(Crittenden, 2005)。本研究では TAAI をカウンセリングのクライエントに実施
し、その分類結果とカウンセリングプロセスとの対応を検討することによって、方略の変化
に与える要因について探索していく。 

 
 
３．研究の方法 
 
(1) 父親の喪失をきっかけに抑うつ状態になって来談した大学生に対して成人移行期アタッチ
メント・インタビュー（TAAI）を実施し、カウンセリングにおける変化のプロセスとの関連
を検討した。従来の成人のアタッチメントをアセスメントするインタビューであるアダル
ト・アタッチメント・インタビュー（AAI）が 26 歳以上を対象としているのに対して、TAAI
は 25 歳以下の若者に適用できるように、AAI の内容を若干修正したものである。 
(2) TAAI の結果は録音した上で、言い淀みも含めてできるだけ正確に逐語記録として書き起こ
した。その上で英訳を作り、TAAI の分析に関して信頼性のあるアメリカ人のコーダーに分析
を依頼した。 
 
 
４．研究成果 

 

(1)その結果、このクライエントの TAAI の分類は、RtC (Dp Ul(ds)F A4 → B) であった。まず

RtC とは Readiness to consider change の略であり、このクライエントの精神状態が「変化へ

の準備を考慮している」状態であることを意味している。これはインタビュアーが同時に彼のカ

ウンセラーでもあったことが影響していると考えられる。父親の喪失による抑うつ状態から変

化しようという彼の動機付けをよく捉えていると思われる。ではどのように変化するかという

と A4（強迫的従順）方略から B（安定型）方略へと向かっていることが示唆されている。次に Dp

とは抑うつ状態を意味しており、カウンセリングを始めた当初の彼が抑うつ的であったことを

示唆する。さらに Ul(ds)F とは父親の喪失を軽視する形式での「未解決の喪失」状態にあること

を示している。これは父親が亡くなった際に彼が涙を見せることなく、喪失を正に「軽視」した

まま未解決であったことをよく表わしている。このように TAAI はクライエントの心理状態を的



確に反映しており、カウンセリングの変化のプロセスを検討する上で有用であると思われた。 

(2)クライエントに TAAI を実施した結果は、彼がカウンセリングに対してとても真面目で従順

であったこと（A4）、強迫的従順方略（A4）が父親の喪失に際して喪の作業を妨げて、結果とし

て喪失は未解決のままになり、抑うつ状態に至ったという発症のプロセス、さらにはそれにもか

かわらず A4 から Bへと変化のプロセスの準備段階にあるということを示していた。彼のカウン

セリングは比較的短期間で終了したが、それはカウンセリングによって、A4 方略によって強く

抑制していた父親の喪失をめぐる感情を安全な形で表現できたことが抑うつ状態の軽減につな

がっためであると思われる。さらにそれは B タイプへの方略の再構成にもつながったことが示

唆される。 

(3)本研究の意義は第一に日本で初めて DMM-AAI の青年期版である TAAI を用いた研究であると

いう点にある。これまでの研究によると従来の AAI は青年期の心理的課題に適切に対応してい

ないことが示唆されている。そのため青年期のアタッチメントをより正確に分類するために

TAAI のさらなる研究が期待される。第二に本研究から TAAI の分類結果が心理療法やカウンセリ

ングにおけるクライエントの変化のプロセスに極めて関連が強いことが示唆された。このこと

から DMM-AAI や TAAI を心理療法のアセスメントとして使用することによって、クライエントの

迅速な治療的変化のためにどのような介入が必要であるのかを考えることができる、というこ

とが示唆される。 
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